
ファイヤー和田研



２００１から２０１０年ごろ
までの研究成果



ここ数年は、海洋探索に貢献するために、
水中通信関連を強化中



２０１３年度
沖縄高専との辺野古漁港での実験



２０１４－１５年度
静岡・伊豆半島での実験



ファイヤー和田研 カレンダー
• 12月： 配属、年末大掃除、なべ忘年会＠和田家

• 4月-7月： 前期ゼミ（教科書輪講など、週2コマ程度）
従来この時期は就職等活動時期だが、
次年度は10月以降になるとのこと

• 5月： たこ焼き・お好み焼きPARTY

• 7-8月頃： 各自のテーマを決める
（面白い論文、ニュース、先輩のコメントを参考に）

• 9月： 一応夏休み、必要に応じてゼミ

• 10-1月：後期教科書ゼミ、各自の進捗発表ゼミ
和田との個人技術会議

• 10月頃：卒研の中間論文発表

• 1月：卒業論文執筆

• 2月：論文提出、2月末論文発表会



最近の研究テーマ

• OFDMを用いた水中デジタル通信関連

• 深海6500対応の深海⇒海面通信装置

• エピファニーという安価な16並列CPUボード用いたプログラミング

• 水中で複数の信号をパラレル受信する

• ディジタルエラー訂正を応用した、通信システムの性能向上

• WLANのパラレル通信であるMIMO方式のシミュレーション評価

• 衛星からのGPS信号のシミュレーション評価

• 携帯電話LTE方式の、信号処理方式の改善など

MATLAB等の信号処理プログラムを用いて、シミュ
レーションしたり、

モデル化して、定量的評価や、フィールドの実験を
したりします！



今後、検討中の研究課題（１）

沖縄高専機械システム
武村先生（オニヒトデ退治ロボットの研究）

•海中で数百メートルエリアの無線通信
オニヒトデロボット等の無線コントロール（現状では有線）
レジャーダイビング等の安全確保

海中無線エリア



今後の研究課題（２）
•大規模屋外エリアWiFi新規格 802.11ah応用
室内WiFiから、地域のWiFi（今後携帯会社と契約不要）
WiFiではこれまで不要であった、移動通信サポート



教育方針
1. 「立志努力」 各々の学生が、自らの目標を見出して、
自発的に努力
したがって、基本的には放任主義だが、 フォローはします

2. 「卒業のための研究ではない」
世の中に役に立つ研究 かつ 各自の能力向上

3. 「独立自尊」
最終的には、独立し自分に誇りをもてる個人になる

誰が来てもよい、公平に対応する

各自の意志（研究内容、進路など）を大切にする

研究は、基本は、その人独自のテーマを選ぶ（単なる継承
はなるべくしない）


